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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

平成25年３月期第１四半期より「仕入割引に関わる会計方針の変更」および「納品代行料に関わる会計方針の変更」ならびに「受取手数料原価に関わる表示方
法の変更」を行っております。詳細は添付資料Ｐ４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」会計方針の変更および表示方法の変更をご参照ください。なお、
平成24年３月期第２四半期の数値につきましては当該会計方針の変更を反映した遡及適用後の数値を記載しております。 

(2) 連結財政状態 

平成25年３月期第１四半期より「仕入割引に関わる会計方針の変更」および「納品代行料に関わる会計方針の変更」ならびに「受取手数料原価に関わる表示方
法の変更」を行っております。詳細は添付資料Ｐ４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」会計方針の変更および表示方法の変更をご参照ください。なお、
平成24年３月期の数値につきましては当該会計方針の変更を反映した遡及適用後の数値を記載しております。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 310,909 0.5 1,905 △8.8 1,781 △12.1 917 2.0
24年3月期第2四半期 309,391 0.6 2,088 ― 2,027 0.9 899 118.3

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 598百万円 （△48.1％） 24年3月期第2四半期 1,154百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 11.91 ―
24年3月期第2四半期 11.67 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第2四半期 203,291 47,302 23.3 613.33
24年3月期 202,506 47,324 23.4 613.56
（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  47,283百万円 24年3月期  47,305百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 8.00 8.00
25年3月期 ― 0.00
25年3月期（予想） ― 8.00 8.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
平成25年３月期第１四半期より「仕入割引に関わる会計方針の変更」および「納品代行料に関わる会計方針の変更」ならびに「受取手数料原価に関わる表示方
法の変更」を行っております。詳細は添付資料Ｐ４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」会計方針の変更および表示方法の変更をご参照ください。通期
の増減率につきましては平成24年３月期実績を当該会計方針の変更を反映した遡及適用後の数値を用いて算出しております。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 607,000 0.1 4,200 0.6 4,000 2.2 1,650 1.3 21.40



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

詳細は、添付資料Ｐ４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」会計方針の変更をご参照下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく 
四半期財務諸表のレビュー手続きを実施しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、現況の変化 
等により、上記予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想に関する事項は、〔添付資料〕Ｐ３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に
関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  有
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 79,301,124 株 24年3月期 79,301,124 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q 2,208,211 株 24年3月期 2,201,206 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 77,095,399 株 24年3月期2Q 77,102,816 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、復興関連需要などから国内需要が堅調に推移し、緩やかに

回復基調となっているものの、デフレの長期化、世界経済の減速に加え、原油高や資源高など引き続き不透明な状

況で推移してまいりました。 

 このような状況下において当社グループは積極的な営業活動に努めてまいりましたが、天候不順による季節商品

の売上不振、そして低価格志向継続による販売単価の下落などにより、当第２四半期累計期間における売上高は

310,909百万円となり前期比0.5％増加に留まりました。 

 利益面につきましては、競争激化による粗利の低下や得意先様一括物流センターの新規稼動にともなう一時的費

用の増加、また退職給付費用の割引率変更による数理計算上の差異の償却等、中部支社新物流センターの建設にと

もなう統合拠点の閉鎖による減価償却費などが増加したことにより、営業利益は1,905百万円、経常利益は1,781百

万円、四半期純利益は917百万円となりました。 

 営業外収益・費用および特別利益・損失につきましては、当第２四半期連結累計期間に与える大きな影響はあり

ません。 

 セグメントの業績につきましては、当社グループは、日用雑貨・化粧品等の卸売業を主たる事業とする単一セグ

メントであるため省略しておりますので、カテゴリー別および地区別の売上実績につきまして以下に記載いたしま

す。 

  

カテゴリー別売上実績  

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

当第２四半期連結累計期間におけるカテゴリー別売上実績は、次のとおりであります。 （単位：百万円） 

カテゴリー 主要商品 
当第２四半期連結累計期間   

自 平成24年４月１日 
至 平成24年９月30日 

前年同期比 

      ％ 

Health & Beauty 
化粧品・装粧品・石鹸・入浴剤・

オーラルケア 
 90,950  99.4

トイレタリー 

衣料用洗剤・台所用洗剤・食器洗

剤・住居用洗剤・芳香剤・防虫

剤・殺虫剤・乾電池・記録メディ

ア・照明用品・電気応用品・ＯＡ

用品・文具・食品・カー用品 

 85,478  97.2

紙製品 
家庭紙・紙おむつ・ベビー用品・

衛生用品・生理用品 
 62,772  101.8

家庭用品 
台所用雑貨・住居用雑貨・生活用

雑貨・レジャー用品・園芸用品 
 21,484  108.9

ペット用品・その他 ペット用品・その他  50,223  103.4

合計  310,909  100.5
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地区別売上実績 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は203,291百万円となり、前連結会計年度末と比較して784百万円の増加と

なりました。 

 資産の部では、流動資産は144,665百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,644百万円の増加となりまし

た。これは主に受取手形及び売掛金が4,168百万円増加し、商品及び製品が1,057百万円、未収入金が1,074百万円

減少したことによるものであります。 

 固定資産は58,626百万円となり、前連結会計年度末と比較して860百万円の減少となりました。これは主に建物

及び構築物が514百万円、のれんが134百万円、投資有価証券123百万円減少したことによるものであります。 

 負債の部では、流動負債は113,878百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,919百万円の減少となりまし

た。これは主に支払手形及び買掛金が4,647百万円、未払金1,066百万円、賞与引当金274百万円増加し、短期借入

金が8,503百万円減少したことによるものであります。 

 固定負債は42,109百万円となり、前連結会計年度末と比較して2,725万円増加となりました。これは主に長期借

入金が3,407百万円増加したことによるものであります。 

 純資産の部は47,302百万円となり、前連結会計年度末と比較して21百万円の減少となり、自己資本比率は23.3％

となりました。 

    

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 業績予想につきましては、平成24年８月10日に公表いたしました平成25年３月期の通期の数値を修正しておりま

す。詳細につきましては平成24年11月８日公表の「平成25年３月期第２四半期累計期間業績予想と実績値の差異及

び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

当第２四半期連結累計期間における地区別売上実績は、次のとおりであります。 

（単位：百万円） 

地区 
当第２四半期連結累計期間   

自 平成24年４月１日 
至 平成24年９月30日 

前年同期比 

    ％ 

北海道地区  27,898  104.0

東北地区   30,079  100.4

関東地区  101,221  99.5

中部地区   50,022  101.2

関西地区  45,583  98.5

中四国地区  23,769  103.3

九州地区  32,335  100.8

合計  310,909  100.5
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。 

 主要な関係会社の異動につきましては、従来、非連結子会社でありました凱饒泰（上海）貿易有限公司が当第２

四半期連結会計期間に営業を開始したことにより連結の範囲に含めております。 

 平成24年８月21日に市野株式会社の全株式を取得したことにより連結の範囲に含めております。 

 平成24年７月12日にＪＡＰＥＬＬ（ＨＯＮＧ ＫＯＮＧ）ＣＯ.,ＬＩＭＩＴＥＤを新たに設立したことにより連

結の範囲に含めております。  

  

（２）会計方針の変更 

  （仕入割引に関わる会計方針の変更） 

 従来、商品の仕入代金現金決済時に受取る仕入代金の割引については、営業外収益の仕入割引として処理して

おりましたが、第１四半期連結会計期間より、仕入控除項目として売上原価に含めて処理する方法に変更しまし

た。 

 広域量販小売業者が全国に物流センターを有して生産から消費までの流通全体に関与する傾向が強まる中で、

当社グループは中間流通という立場で適切な流通価格の形成への貢献を求められており、現在、構造改革の一環

として経営管理方法の見直しを実施しております。平成24年４月からは適切な売上原価を捉えて顧客別採算管理

に反映したうえで、顧客との取引条件の取り決め等の決定に利用することとなり、これを契機に、従来仕入割引

としていた金額を仕入価額の控除項目として処理し、経営環境の変化と取引実態に即したより適正な経営成績を

表示するため行ったものであります。 

 当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期および前連結会計年度については遡及適用後の四半期連結財

務諸表および連結財務諸表となっております。 

 この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第２四半期連結累計期間の売上総利益が2,400百万円増加し、営業

損失312百万円から営業利益2,088百万円となり、経常利益および税金等調整前四半期純利益が２百万円増加して

おります。また、前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の前期首

残高は94百万円増加しております。 

  

（納品代行料に関わる会計方針の変更） 

 従来、顧客が運営する物流センターの利用料については、販売費及び一般管理費の荷造包装運搬費として処理

しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、売上高から控除する方法に変更しました。 

 広域量販小売業者が全国に物流センターを有して生産から消費までの流通全体に関与する傾向が強まる中で、

当社グループの機能は、中間流通という立場で物流全体を最適化するために多様化・複雑化し、従来の店舗納品

に加えて物流センターへの納品も恒常化しているため、現在、構造改革の一環として経営管理方法の見直しを実

施しております。平成24年４月からは適切な販売価額を捉えて顧客別採算管理に反映したうえで、顧客との取引

条件の取り決め等の決定に利用することとなり、これを契機に、従来販売費及び一般管理費の荷造包装運搬費と

していた金額を売上控除項目として処理し、経営環境の変化と取引実態に即したより適正な経営成績を表示する

ため行ったものであります。 

 当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期については遡及適用後の四半期連結財務諸表となっておりま

す。 

 この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第２四半期連結累計期間の売上総利益は7,145百万円減少します

が、営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益への影響はありません。 

  

（減価償却方法の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正にともない、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日

以後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四

半期純利益はそれぞれ12百万円増加しております。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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  （３）表示方法の変更 

 従来、物流センターの受託運営に係る受取手数料収入を売上高に含め、これに関連する受取手数料原価について

は、販売費及び一般管理費に含めて表示しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、売上原価に含めて表示

する方法に変更しました。 

 この変更は、物流センター受託運営業務が拡大し、受取手数料収入に対応する原価を厳密に把握し経営意思決定

に役立てる必要性が高まってきていることから、物流センターにおける業務の形態に応じて受取手数料原価を区分

把握する仕組みを構築し、平成24年４月より運用を開始したことを契機に、実態に即して収益と費用を適切に対応

させることにより適正な経営成績を表示するために行ったものであります。 

 当該表示方法の変更は、受取手数料原価を区分把握する仕組みを構築したことにともなうものであり、従来はこ

れを区分するために必要な一部のデータが保存されていないことから、前第２四半期連結累計期間の四半期連結財

務諸表を組替える原則的な取扱いが実務上不可能であります。  

  なお、当第２四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書の売上原価に含まれる受取手数料原価の金額は2,982

百万円であります。  
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,985 10,592

受取手形及び売掛金 78,328 82,496

商品及び製品 30,907 29,849

繰延税金資産 807 1,065

その他 23,106 20,782

貸倒引当金 △114 △121

流動資産合計 143,020 144,665

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 18,972 18,458

土地 19,996 19,996

その他（純額） 5,928 6,347

有形固定資産合計 44,897 44,802

無形固定資産   

のれん 1,874 1,740

その他 2,381 2,489

無形固定資産合計 4,255 4,229

投資その他の資産   

投資有価証券 5,301 5,178

繰延税金資産 2,171 1,473

その他 3,150 3,154

貸倒引当金 △291 △213

投資その他の資産合計 10,332 9,594

固定資産合計 59,486 58,626

資産合計 202,506 203,291
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 58,081 62,728

短期借入金 42,364 33,861

未払法人税等 996 1,279

賞与引当金 1,420 1,694

役員賞与引当金 35 17

その他 12,900 14,297

流動負債合計 115,798 113,878

固定負債   

長期借入金 26,343 29,750

繰延税金負債 860 2

退職給付引当金 7,479 7,730

役員退職慰労引当金 524 586

その他 4,177 4,040

固定負債合計 39,384 42,109

負債合計 155,182 155,988

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 23,083 23,083

利益剰余金 19,554 19,855

自己株式 △707 △710

株主資本合計 46,930 47,228

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 375 54

その他の包括利益累計額合計 375 54

少数株主持分 18 19

純資産合計 47,324 47,302

負債純資産合計 202,506 203,291
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 

（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

売上高 309,391 310,909

売上原価 274,880 278,589

売上総利益 34,511 32,320

販売費及び一般管理費 32,422 30,414

営業利益 2,088 1,905

営業外収益   

受取利息 4 3

受取配当金 55 56

業務受託手数料 129 153

その他 349 225

営業外収益合計 538 439

営業外費用   

支払利息 419 401

その他 180 162

営業外費用合計 600 563

経常利益 2,027 1,781

特別利益   

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 2 19

その他 0 －

特別利益合計 3 20

特別損失   

固定資産売却損 101 －

固定資産除却損 － 9

投資有価証券売却損 2 －

投資有価証券評価損 6 －

その他 42 －

特別損失合計 152 9

税金等調整前四半期純利益 1,877 1,792

法人税、住民税及び事業税 836 1,190

法人税等調整額 141 △316

法人税等合計 977 873

少数株主損益調整前四半期純利益 900 918

少数株主利益 0 0

四半期純利益 899 917
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 900 918

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 254 △320

その他の包括利益合計 254 △320

四半期包括利益 1,154 598

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,154 597

少数株主に係る四半期包括利益 0 0
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,877 1,792

減価償却費 1,511 1,823

のれん償却額 211 208

賞与引当金の増減額（△は減少） 295 273

貸倒引当金の増減額（△は減少） △118 △75

退職給付引当金の増減額（△は減少） △27 247

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 36 28

災害損失引当金の増減額（△は減少） △354 －

受取利息及び受取配当金 △60 △59

支払利息 419 401

固定資産売却損益（△は益） 101 △0

投資有価証券売却損益（△は益） △0 △19

投資有価証券評価損益（△は益） 6 －

売上債権の増減額（△は増加） △186 △3,924

たな卸資産の増減額（△は増加） 677 1,080

仕入債務の増減額（△は減少） △474 5,745

その他 975 2,427

小計 4,888 9,949

利息及び配当金の受取額 62 63

利息の支払額 △390 △394

法人税等の支払額 △964 △911

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,596 8,707

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △591 △477

定期預金の払戻による収入 349 447

有形固定資産の取得による支出 △2,979 △1,223

有形固定資産の売却による収入 13 1

無形固定資産の取得による支出 △395 △474

投資有価証券の取得による支出 △85 △64

投資有価証券の売却による収入 4 56

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

－ △55

その他 △59 △23

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,745 △1,813

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,980 △9,320

長期借入れによる収入 11,000 9,700

長期借入金の返済による支出 △4,723 △5,746

配当金の支払額 △538 △615

少数株主への配当金の支払額 △0 －

その他 △248 △295

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,508 △6,277

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,360 617

現金及び現金同等物の期首残高 8,684 8,645

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,044 9,262
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 該当事項はありません。   

   

   

 該当事項はありません。   

   

   

  該当事項はありません。 

   

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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